
 

     

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ラ
ム 

逗
子 

太
郎 

イ
ラ
ス
ト 

逗
子 

し
ず
お 

 

中
に
入
る
と
逗
子
に
居
を
構
え
た
文
士
の
作
品
の
数
々
、 

徳
富
蘇
峰
、
蘆
花
兄
弟
の
ゆ
か
り
の
品
々
や
郷
土
の
歴
史
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
貴
重
な
展
示
物
を
見
る
事
が
出
来
る
。
も
ち
ろ
ん

そ
れ
ら
全
て
皆
素
晴
ら
し
い
物
ば
か
り
だ
が
、
実
は
こ
の
建
物

そ
の
も
の
に
も
興
味
深
い
仕
掛
け
が
所
々
に
隠
さ
れ
て
い
る
。 

 

長
い
一
本
の
天
然
木
を
使
っ
て
遠
近
法
に
よ
る
廊
下
を
奥

深
く
見
せ
る
工
夫
や
、
西
側
の
部
屋
で
は
す
り
ガ
ラ
ス
の
巧
み

な
配
置
に
よ
り
眩
し
い
西
日
を
遮
り
つ
つ
も
明
る
く
暖
か
な

部
屋
を
作
り
上
げ
て
い
る
。 

ま
た
海
側
の
部
屋
に
出
れ
ば
海
風
が
千
本
格
子
を
通
り
抜

け
夏
場
は
天
然
の
ク
ー
ラ
ー
の
ご
と
き
涼
し
さ
で
、
息
を
切
ら

し
て
丘
を
登
り
汗
ば
ん
だ
身
体
に
爽
や
か
な
涼
を
運
ん
で
く

れ
る
。
ま
た
こ
れ
に
は
物
を
立
体
的
に
見
せ
る
３
Ｄ
の
効
果
が

あ
る
。
３
月
の
半
ば
奥
庭
の
花
桃
と
黄
梅
が
咲
く
頃
の
格
子
戸

越
し
に
見
る
景
色
の
美
し
さ
た
る
や
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た

い
。 そ

し
て
何
と
言
っ
て
も
こ
の
邸
か
ら
望
む
逗
子
湾
の
素
晴

ら
し
い
こ
と
。
正
面
に
富
士
山
と
江
の
島
、
そ
の
左
に
は
箱
根

連
山
、
右
に
佇
む
大
崎
の
岬
の
奥
に
は
丹
沢
の
山
麓
が
広
が

る
。
ま
る
で
神
奈
川
県
の
風
光
明
媚
な
場
所
を
こ
こ
で
一
望
で

き
る
よ
う
だ
。 
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平
成
二
十
五
年
丂
月
十
八
日 

発
行 

景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

「
居
心
地
の
良
い
場
所 

 

逗
子
市
郷
土
資
料
館
」 

 

木
漏
れ
日
の
差
す
つ
づ
ら
折
り
の
道
を
登
る
と
、
丘
の

上
に
建
つ
木
造
平
屋
瓦
葺
の
建
物
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

そ
こ
が
徳
川
家
第
十
六
代
当
主
徳
川
家
達
公
の
別
荘
、 

 

現
逗
子
市
郷
土
資
料
館
で
あ
る
。 

 

「年経た板壁、ガラス戸に歳月の重みが漂う。 

郷土資料館裏庭からの風景」 2013.3 

絵 吉澤 富雄 

「遠き富士、江の島を背景に逗子海岸を一望して」 

2013.6        

絵 吉澤 富雄 

 

 

そ
し
て
最
後
に
長
火
鉢
前
の
畳
に
正
座
し
海
を
眺
め
る

と
誰
も
が
感
嘆
の
声
を
あ
げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
。
ま
る
で
海
上
に
浮
か
ぶ
邸
の
よ
う
だ
。
昔
の
人
々
の

知
恵
と
遊
び
心
、
そ
し
て
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
の
過
ご

し
方
が
こ
こ
に
あ
る
。 
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逗子ステキ発見！景観フォトコンテスト  

2012 年から始まったコンテストも、9 月 30 日で終了となります。10 月には表彰式がありますよ！ 

素敵な賞品を目指して素敵なお写真お寄せください♪ 

第二期の期間賞の発表は間もなくです！展示会も同時開催☆ 

今回も素敵な写真がたくさん♪♪見に来てくださいね！ 

 

逗子ステキ発見！景観フォトコンテスト スポンサー紹介 

 

 

7 月 11 日（木）19 時より、逗子ステキ発見！景観フォトコンテストとまちなかアカデミーとの共同企画 

第三弾の「プロに学ぶ写真講座」を開催しました。 

当日は定員の 60 名を越える多くの方が参加され、講師 鈴木麻弓さんの講義に熱心にメモをとる様子もみら

れました。写真に残すことの意味、そして目的をもって写真を撮ることの大切さ、その目的をどのように表現

して写真に残すか。伝えたいことを表現するって難しいことですが、とてもわかりやすく解説してくださいま

した。今の逗子の素敵な景観をこれからも継承し続けていくために、素敵な景観を写真におさめていきたいで

すね。当日残念ながら講座に参加できなかった方に、まとめをご報告します☆ 

 

【写真を撮る上での重要なエッセンス】 

①目的（何を撮りたいのか？→自分だけのテーマを決めよう！！） 

例）家族写真 

テーマは？（家族の成長の記録＋住んでいる環境の景色の記録） 

撮る際のポイント→環境（まちの風景や公園、家）＋関係性（家族、兄弟、友たち）＋価値（小物、おもちゃ）   

②構図（バランス・レンズ→主役をどうとるか？？） 

メインと背景のバランスを考えて、レンズを選択し、縦横、フレーミングを決める。 

③伝え方（何を伝えたいのか） 

４Ｗ１Ｈ【Ｗｈｏ(誰?)/Ｗｈｙ(なぜ?)/Ｗｈｅｒｅ(どこ?)/Ｗｈａｔ(何?)/Ｈｏｗ(どうやって?)】のポイント

を写真におさめる。 

 

すぐには思うように撮れないかもしれませんが、是非チャレンジしてみてください。 

逗子ステキ発見！景観フォトコンテストも最終期となりました！ 

みなさんのたくさんのご応募おまちしています！ 

  

   

 

海水浴のお供に！ 

今日のお夕飯に！ 

 

 

第三期開催中 

第三回 プロに学ぶ写真講座を開催しました 

まちなかアカデミー共同企画 第三弾 

逗子ステキ発見！景観フォトコンテスト  

第二期 展示会 

8 月 1３日（火）～8 月 1５日（木）９時～１６時 

市役所１階市民ホール 

 

鶏 肉 専 門 店 


